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設計アイデア：
複数の応答生成機構とルールベースアバター制御機構を統合

本コンペティションの評価指標
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自然性 話題追随 話題提供 話し方

aoba_v3 bot

発話内容が自然か 話題に関して適切に
応答できたか

話題に関して新たな
情報を提供できたか

話し方が自然か

ルールベース
アバター制御機構
自然な話し方を実現

ニューラル応答生成機構
多様な応答候補を生成

リランキング機構
話題に関する適切な応答を選択

ライブコンペ5で新たに追加



システム概要
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ルールベースアバター制御機構

aoba_v3 bot

left_hand_palmup姿勢: smile表情: 

応答: 仙台に来たことはありますか？

ユーザ
趣味は旅⾏です。

継続度 応答候補重複度 類似度 情報量
私もスポーツが好きです。✔✔✔×

仙台に来たことはありますか？✔ ✔✔✔

旅⾏が趣味なんですね。✔ ✔×✔

リランキング機構

そうなんですね。✔ ×✔ ✔

姿勢制御表情制御

NTTCS モデルaoba モデル

ニューラル応答⽣成機構

GPT-2 (best)
モデル

GPT-2 (final)
モデル

旅⾏は旅⾏です。✔ ✔× ✔

2022/12/13



システム概要
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ルールベースアバター制御機構

aoba_v3 bot

left_hand_palmup姿勢: smile表情: 

応答: 仙台に来たことはありますか？

ユーザ
趣味は旅⾏です。

継続度 応答候補重複度 類似度 情報量
私もスポーツが好きです。✔✔✔×

仙台に来たことはありますか？✔ ✔✔✔

旅⾏が趣味なんですね。✔ ✔×✔

リランキング機構

そうなんですね。✔ ×✔ ✔

姿勢制御表情制御

NTTCS モデルaoba モデル

ニューラル応答⽣成機構

GPT-2 (best)
モデル

GPT-2 (final)
モデル

旅⾏は旅⾏です。✔ ✔× ✔

2022/12/13



ニューラル応答生成機構
• 3種類のニューラル応答生成モデルをファインチューニングし，多様な応答候補を生成
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NTTCSモデル

aobaモデル

GPT-2 (best)
モデル

機構：
GPT-2Decoder

Decoder

Decoder

…

rinnaGPT-2

[藤原+ ‘20]
aoba

機構：
Transformer

[Sugiyama+ ‘20]
NTTCS

機構：
Transformer

事前学習済みモデル ファインチューニング

GPT-2 (final)
モデル

学習済みモデル

少量，高品質な３種類のデータセットを使用

2022/12/13

JPersonaChat [Sugiyama+ ‘21]

対話者の性格に関する質問や
自己開示的な発話が含まれる

JEmpathe0c Dialogues [Sugiyama+ ‘21]

共感的・感情的な発話が含まれる

Japanese Daily-Dialogue Corpus [赤間+ ‘22]

規範的な日常対話に関する
高品質な発話が含まれる



システム概要
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ルールベースアバター制御機構

aoba_v3 bot

left_hand_palmup姿勢: smile表情: 

応答: 仙台に来たことはありますか？

ユーザ
趣味は旅⾏です。

継続度 応答候補重複度 類似度 情報量
私もスポーツが好きです。✔✔✔×

仙台に来たことはありますか？✔ ✔✔✔

旅⾏が趣味なんですね。✔ ✔×✔

リランキング機構

そうなんですね。✔ ×✔ ✔

姿勢制御表情制御

NTTCS モデルaoba モデル

ニューラル応答⽣成機構

GPT-2 (best)
モデル

GPT-2 (final)
モデル

旅⾏は旅⾏です。✔ ✔× ✔
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リランキング機構
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そうなんですね
旅⾏が趣味なんですね

私もスポーツが好きです

• 生成された発話候補から話題に関する適切な情報を提供している応答を選択

旅⾏は旅⾏です

仙台に来たことはありますか？

応答⽣成機構

４つの指標に基づき応答を選択
継続度スコア
ユーザ発話に続く発話として不自然な候補を除去

重複度スコア
同じ語句が繰り返し出現する候補を除去

類似度スコア
対話中の過去の発話と類似する候補を除去

情報量スコア
より内容のない候補を除去

応答候補

2022/12/13

ユーザ
趣味は旅⾏です。



リランキング機構
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• 生成された発話候補から話題に関する適切な情報を提供している応答を選択

４つの指標に基づき応答を選択
継続度スコア
ユーザ発話に続く発話として不自然な候補を除去

重複度スコア
同じ語句が繰り返し出現する候補を除去

類似度スコア
対話中の過去の発話と類似する候補を除去

情報量スコア
より内容のない候補を除去

2022/12/13

そうなんですね
旅⾏が趣味なんですね

私もスポーツが好きです
旅⾏は旅⾏です

仙台に来たことはありますか？

応答⽣成機構

応答候補

ユーザ
趣味は旅⾏です。



リランキング機構
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• 生成された発話候補から話題に関する適切な情報を提供している応答を選択

４つの指標に基づき応答を選択
継続度スコア
ユーザ発話に続く発話として不自然な候補を除去

重複度スコア
同じ語句が繰り返し出現する候補を除去

類似度スコア
対話中の過去の発話と類似する候補を除去

情報量スコア
より内容のない候補を除去
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そうなんですね
旅⾏が趣味なんですね
旅⾏は旅⾏です

仙台に来たことはありますか？

応答⽣成機構

応答候補

ユーザ
趣味は旅⾏です。



リランキング機構
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• 生成された発話候補から話題に関する適切な情報を提供している応答を選択

４つの指標に基づき応答を選択
継続度スコア
ユーザ発話に続く発話として不自然な候補を除去

重複度スコア
同じ語句が繰り返し出現する候補を除去

類似度スコア
対話中の過去の発話と類似する候補を除去

情報量スコア
より内容のない候補を除去

2022/12/13

そうなんですね
旅⾏が趣味なんですね

仙台に来たことはありますか？

応答⽣成機構

応答候補

ユーザ
趣味は旅⾏です。



リランキング機構
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• 生成された発話候補から話題に関する適切な情報を提供している応答を選択

４つの指標に基づき応答を選択
継続度スコア
ユーザ発話に続く発話として不自然な候補を除去

重複度スコア
同じ語句が繰り返し出現する候補を除去

類似度スコア
対話中の過去の発話と類似する候補を除去

情報量スコア
より内容のない候補を除去
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そうなんですね
仙台に来たことはありますか？

応答⽣成機構

応答候補

ユーザ
趣味は旅⾏です。



リランキング機構
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• 生成された発話候補から話題に関する適切な情報を提供している応答を選択

４つの指標に基づき応答を選択
継続度スコア
ユーザ発話に続く発話として不自然な候補を除去

重複度スコア
同じ語句が繰り返し出現する候補を除去

類似度スコア
対話中の過去の発話と類似する候補を除去

情報量スコア
より内容のない候補を除去

2022/12/13

仙台に来たことはありますか？

応答⽣成機構

応答候補

ユーザ
趣味は旅⾏です。

Selected !



システム概要
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私もスポーツが好きです。✔✔✔×

仙台に来たことはありますか？✔ ✔✔✔

旅⾏が趣味なんですね。✔ ✔×✔

リランキング機構

そうなんですね。✔ ×✔ ✔

姿勢制御表情制御

NTTCS モデルaoba モデル

ニューラル応答⽣成機構

GPT-2 (best)
モデル
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モデル

旅⾏は旅⾏です。✔ ✔× ✔
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ルールベースアバター制御機構
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• 対話におけるエンゲージメントに着目し，自然な話し方の実現を目指す
• エンゲージメント：対話の参加者がどの程度その対話に興味があるかの指標 [Yu+ ‘04]

• 人がエンゲージメントが高い時に行う振る舞い [井上+ ’18] を対話システムでも模倣

表情 笑い 相槌 うなずき 視線 姿勢

姿勢制御表情制御

設計方針



ルールベースアバター制御機構: 表情制御
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ポジティブ

ニュートラル

ネガティブ

RoBERTa

機構：
Transformer

ファインチューニング

2022/12/13

• 選択された応答の感情を予測し，感情を対話システムの表情に反映

WRIME [Suzuki+ ‘22]

テキストに5段階の感情極性が
アノテーションされている

仙台に来たことはありますか？
予測ラベルに応じた表情 (一部抜粋)

ニュートラル



ルールベースアバター制御機構: 姿勢制御
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応答の内容に応じた動作 応答の感情に応じた動作 その他の動作

2022/12/13

・相槌 (ユーザが発話中)・ネガティブ・初めの挨拶

• 選択された応答の内容と応答の感情に応じた動作を対話システムに反映



予選評価（スコア）

3.43 3.31 3.45
3.80

0

1

2

3

4

5

自然性 話題追随 話題提供 話し方
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評価者による5段階評価の平均

✔ 全ての評価基準において高評価を得ることができた
2022/12/13



予選評価（ワーカの声）

良かった点
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情報量の多い応答を生成できた

自然な話し方ができていた
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•『スムーズに会話を進めることができ，
こちらの話に対して新しい情報を提供してくれました』

•『相槌や頷きなどシステムの身振り手振りが顕著でした』
•『システムの話し方もおおむね自然だった』



予選評価（ワーカの声）

悪かった点
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対話が噛み合わないことがある

2022/12/13

•『所所返答が噛み合わないところもありましたが，
回答の大枠はズレていないように思いました』

•『量子と漁師を混乱しているようでした』

同音異義語の変換ミス



予選評価（対話例）

•対話が噛み合わない原因として，音声認識における誤認識が挙げられる
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ところで千葉についてどう思いますか

千葉は温暖な気候で暮らしやすい所ですよ。

「チェコ」を「千葉」と誤認識

誤認識が応答生成に影響

2022/12/13

選ばれた話題：チェコ

ユーザ



まとめ
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ニューラル応答生成機構
多様な応答候補を生成

NTTCS モデルaoba モデル

GPT-2 (best)
モデル

GPT-2 (final)
モデル

リランキング機構
話題に関する適切な応答を選択

ルールベースアバター制御機構
自然な話し方を実現

姿勢制御表情制御

結果
と

今後の展望

• 構築した対話システムが
話題に関する新たな情報の提供および自然な話し方
を実現できたことを確認

• 一方で，音声認識の誤認識がみられるため，
認識結果の修正を行い性能向上を図りたい

2022/12/13

3.43 3.31 3.45 3.80
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自然性 話題追随 話題提供 話し方
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